


「会話をして伝える力」
「伝わる文章を書く力」
「読んで理解する力」
「聴いて理解する力」

LTI (Language Testing International) とは？

「オンライン」で「100か国以上の外国語」の
言語運用能力を正確に判定

アラブ語
英語
フランス語
ドイツ語
イタリア語
韓国語
中国語
パシュトー語
ペルシア語
ポルトガル語
ロシア語
スペイン語
日本語 etc.

• 語学スクールでの進捗管理
• 採用試験や海外派遣社員の語学力評価
• 社内グローバル化支援
• 海外企業就職、留学など

Performance Proficiency

２種類のガイドラインに沿って総合判定

学習したことをよく理解して
使用する能力。一定の環境内
で言語の機能、構造、文法や
語彙を理解して課題を遂行す
る能力。

学習した言語を用いて、ネイ
ティブスピーカーの中に入っ
て、文化的理解をともない、
想定外の出来事にも対応して
いく現実的な能力。



LTIのバックグラウンド

LTIは世界最大の外国語教育協会ACTFL (American Council on the Teaching of Foreign Language)の、
語学能力判定ガイドラインに沿った語学テスト機関として1992年から運営。

ACTFL(本部ワシントン）は各国言語の教育と学習に関する研究を目的として、語学教育の専門家
125,000人以上の会員を擁する協会（全米外国語教育協会）。
ACTFLの語学能力判定基準は、アメリカの州政府が人事目的で開発し、使用してきたILR(Interagency 
Language Roundtable）をもとに、より学問的で中立的な評価基準を作る目的でアメリカ政府と共同で
20年以上の歳月をかけて開発されたもの。
ACTFL Proficiency Guideline(語学能力についてのACTFLガイドライン）は、常に見直しのうえ更新さ
れ、語学能力評価においてのリーダーシップを担っている。
ACTFL語学評価方法でもっとも特徴的なOPI会話能力テストは受験者ごとに30分前後の長時間のインタ
ビューを通して判定が行われることで知られる。会話テストとライティングテストの判定は各国で育成
される公認テスター/レイター（判定者）によって行われる。



LTI (ACTFL)テストの種類
LTIテストの種類 テスト時間 テストの方法 対応言語 説明

OPIc (オンラインインタビューによる会
話能力判定テスト）

20-40分

事前に受験者のライフスタイルや、趣味、関心事な
どの質問と、語学力の自己評価などを質問。そこか
ら選択されたテーマに沿ってアバターと会話。
録音されたテスト結果は各言語ごとに養成された
ACTFL公認レイター（判定者）が判定。

アラビア語、英語、フランス語、ドイ
ツ語、韓国語、中国語（マンダリン）、
イタリア語、パシュート語、ペルシャ
語、ヨーロッパポルトガル語、ブラジ
ルポルトガル語、ロシア語、スペイン
語、日本語

テストは365日、いつでも受験可能
ACTFLまたはCEFR基準での判定が可能（1週間以内）

WPT (オンラインライティング能力判定
テスト）

40-80分

事前に行われる受験者の関心事や自己評価などにつ
いてのアンケートに基づいて設問が設定される。
日常、社会、専門分野の公的、私的な文章について
の課題をいくつか与えられ、各10-20分程度で文章
を書く。
テスト結果をもとにACTFL公認レイターが判定。

アラビア語、中国語（広東、マンダリ
ン）、英語、フランス語、ドイツ語、
ギリシア語、ヒンディー語、イタリア
語、日本語、韓国語、ペルシア語、
ポーランド語、ヨーロッパポルトガル
語、ロシア語、スペイン語、ドイツ語、
トルコ語、ベトナム語

365日いつでも受験可能
ビジネス文章を作る能力を判定するテスト
公私の場において出会う日常的、社会的、あるいは専門的な内容の文章作
成能力を判定するACTFLガイドラインに沿って判定。
ACTFLまたはCEFR基準での判定が可能（1週間以内）

RPT (オンライン読解力判定テスト） 50-125分
与えられた文章を読んで、文章の内容についての理
解力を試す設問に答える。

アラビア語、英語、フランス語、ドイ
ツ語、イタリア語、インドネシア語、
日本語、韓国語、中国語（マンダリ
ン）、ヨーロッパポルトガル語、ブラ
ジルポルトガル語、ロシア語、スペイ
ン語

365日いつでも受験可能
本やエッセイ、報告書のほかショートテキストメッセージなどを対象に、
与えられた文章のうちからいかに多くの情報を正確に獲得することができ
るかを判定するもの。
ACTFL, CEFR基準での判定が選択可能（３日以内に判定）

LPT (オンライン聴解力判定テスト） 50-125分
日常的、社会的、学問的なスピーチを聞いて、内容
をいかに理解したかの設問に答える。

アラビア語、英語、フランス語、ドイ
ツ語、イタリア語、日本語、韓国語、
ポルトガル語、ロシア語、スペイン語

365日いつでも受験可能
ACTFL, CEFR基準での判定が選択可能（３日以内に判定）

L&R CAT（オンライン聴解、読解テス
ト）

50-75分
受験者の回答パターンに応じて設問が変化していく
オンラインテスト。素早くより正確な判定ができる
聴解、読解力のテスト。

英語のみ
365日いつでも受験可能
ACTFL, CEFR基準での判定が選択可能（３日以内に判定）

AAPPL（初学者用の総合オンラインテ
スト）

会話30分
ライティング30分
読解30分
聴解30分

5歳から12歳の学習者を対象に、話し合い、理解し、
発信する能力を総合的に判定するテスト。ビデオ
チャットやemailやWikiの作成などのタスクを行っ
ていくパフォーマンス能力を重要視。

アラビア語、中国語（マンダリン）、
英語、フランス語、ドイツ語、ヒン
ディー語、イタリア語、日本語、韓国
語、ヨーロッパポルトガル語、ブラジ
ルポルトガル語、ロシア語、スペイン
語、タイ語

申し込みにより受験設定
ACTFL公認レイターによる成績判定（2週間以内に判定）

http://opicdemo.actfltesting.org/
http://wptdemo.actfltesting.org/
https://aappl.actfl.org/demo


評価方法
ACTFLガイドラインの簡単な説明

グレード

Distinguish 卓越級

Superior 超級

Advanced High 上級の上

Advanced Mid 上級の中

Advanced Low 上級の下

Intermediate High 中級の上

Intermediate Mid 中級の中

Intermediate Low 中級の下

Novice High 初級の上

Novice Mid 初級の中

Novice Low 初級の下

アメリカ連邦政府機関言語問題連絡会議基準
（ILR)をもとに、ACTFLがより学問的で中
立の外国語評価基準を開発した評価方法。

一般的な語学テストのように語彙、文法など
学習した内容の理解力、応用力を判断するだ
けではなく、ネイティブスピーカーの中に
入って、相手の文化背景も理解しつつ、想定
外の出来事も多々ある現実の世界で言語を運
用する能力を総合判定するための、ACTFL 
Proficiency Guidelineに沿ってコミュニケー
ション能力を判定します。

ACTFLガイドラインでは、話す、聴く、読
む、書く、の４技能のテストで、対話力、理
解力、発信力をもとに判断基準が定められて
おります。



評価の目安

広範な話題について自分の意見を述べ、仮説を
作っていくことができる。馴染みのない分野で
もそれなりに対応できる。

現在、過去、未来などの時制を的確に使って混
乱した状況にも対応できる。

日常生活に関わる話題などを、時制を的確に
使って話したり記述したりして、想定内の出来
事に対応できる。

最低限の形式的会話を行ったり、単語を並べて
の表現ができる。



ACTFL 語学運用能力ガイドライン

ACTFL外国語運用能力評価の基準となるのが「ACTFL Proficiency Guideline」

• 外国語運用能力をDistinguished(卓越級）、Superior(超級）、Advanced(上級）、
Intermediate(中級）、Novice(初級）に分け、さらに上級～初級をそれぞれ３つの小分類
にわけた１１段階評価となっている。

• ガイドラインは、スピーキング、ライティング、リーディング、リスニングなど各テスト
ごとに、11段階各レベルの外国語運用能力を用いて、実社会で「何ができるか」、「何が
できないか」についての詳細な記述からなる。

ACTFL Proficiency Guidelineは1986年、アメリカ政府が語学運用能力を
規定する目的で立ち上げた学会のILR(Interagency Language Roundtable)
をもとに作成された。（最新版は2012年発刊）

全世界の言語のアカデミズムおよびビジネスの現場での運用能力（Proficiency)を評価
する目的で発刊されたが、12歳以下の学習到達度を評価するパフォーマンス評価の記述
も付け加えられ、スクールなどでの公式評価基準となっている。



日本での対応言語リスト

OPIc
会話

WPT
ライティング

RPT
リーディング

LPT
リスニング

L&R CAT
AAPPL

12歳以下対象
総合テスト

アラブ語 〇 〇 〇 〇 〇

中国語（広東） 〇

中国語（マンダリン） 〇 〇 〇 〇 〇

英語 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フランス語 〇 〇 〇 〇 〇

ドイツ語 〇 〇 〇 〇 〇

ギリシア語（現代） 〇

ヒンディー語 〇 〇

イタリア語 〇 〇 〇 〇 〇

インドネシア語 〇

日本語 〇 〇 〇 〇 〇

韓国語 〇 〇 〇 〇 〇

パシュトー語 〇

ペルシャ語 〇 〇

ポーランド語 〇

ヨーロッパポルトガル語 〇 〇 〇 〇 〇

ブラジルポルトガル語 〇 〇 〇 〇

ロシア語 〇 〇 〇 〇 〇

スペイン語 〇 〇 〇 〇 〇

タイ語 〇

トルコ語 〇

ベトナム語 〇



テストの結果

OPIcテストの結果送付される、ACTFL Certificateと会話能力レベルに関する記述



他の試験との比較表 １

ACTFLスコアとCEFR(言語のためのヨーロッパ共通参照枠）との比較

ACTFLスコア
CEFR

リーディング、リスニング
CEFR

会話、ライティング

Distinguished C2

Superior C1.2 C2

Advanced High C1.1 C1

Advanced Mid B2 B2.2

Advanced Low B1.2 B2.1

Intermediate High B1.1 B1.2

Intermediate Mid A2 B1.1

Intermediate Low A1.2 A2

Novice High A1.1 A1

Novice Mid 0 0

Novice Low 0 0

# ACTFL-CEFR会議により認定された公式スコア比較



他の試験との参照比較表 ２

TOEIC, TOEFL英語テストとACTFL OPIcのスコア比較

スピーキング TOEIC, TOEFL
OPIc

(Oral Proficiency 
Interview-
computer)

TOEIC 
Speaking

TOEIC
990

TOEFL
(CBT)
300

TOEFL
(PBT)
677

AD 
(Advanced) 8(190~200) >900 >253 >608

IH 
(Intermediate High) 7(160~180) 870 240 588

IM 
(Intermediate Mid) 6(130~150) 700 180 509

IL 
(Intermediate Low) 5(110~120) 620 163 489

NH 
(Novice High) 4(80~100) 500 133 450

NM 
(Novice Mid) 3(60~70) <495 <132 <449

NL 
(Novice Low) 1,2(0~50)

＃各種2次データをもとにした推測値です。



他の試験との参照比較表 ３

JLPT 日本語能力テストとACTFL日本語テストのスコア比較

＃各種2次データをもとにした推測値です。

JLPT ACTFL CEFR

N1
Distinguished

Advanced
B2+

N2
Advanced High

Intermediate High
B2

N3
Intermediate High
Intermediate Mid

B1

N4
Intermediate Low

Novice High
B1
A2

N5
Novice High
Novice Low

A2
A1



LTIの利用しているお客様の一部



サンプルテストURL

WPT デモ

AAPPL デモ

L&RCATLPT/RPT

http://opicdemo.actfltesting.org/

http://wptdemo.actfltesting.org/

https://aappl.actfl.org/demo

http://actfllrdemo.actfltesting.org/

http://lrcatdemo.actfltesting.org/

Ctrlキーを押しながらテスト名をクリックするとサンプルテストのサイトが開きます。

OPIc デモ

http://wptdemo.actfltesting.org/
https://aappl.actfl.org/demo
http://lrcatdemo.actfltesting.org/
http://actfllrdemo.actfltesting.org/
http://opicdemo.actfltesting.org/


組織相関図/LTI Japan連絡先

1967年設立のNPO。世界最大の語学教育協会（本部ワシント
ン）。外国語教育法の指導、評価を行う。

ACTFLの語学テストを運営するため1992年設立されたサムソン
グループの法人。本部ニューヨーク。

世界13か国、26のオフィス、1000人以上のスタッフを有し、電子ブック、データベース等の販売を
中心に活動する電子コンテンツのリーディング企業。本部香港。

LTIのマスターディストリビューター

LTI Japan 事務局 / iJapan株式会社

【日本のご連絡先】

〒101-0047 東京都千代田区内神田１－５－１６ アルテ大手町９F
e-mail  info@igroupjapan.com URL  http://www.igroupjapan.com/language/

mailto:info@igroupjapan.com
http://www.igroupjapan.com/language/

